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Culture is an important theme in a number of fields in sport psychology. One such ar巴a is sport motivation. This 
paper focuses on sport motivation, a field in which culture plays a particularly influential role. The authors clarify 
cultural differences and identify distinguishing Japanes巴 features related to goal orientation and causal attribution, 
process of athletic ability acquisition, and life skills吋ucation. Based on these firゆ1gs, an 巴，xploratory model or ef­
fective strategies for sport motivation are proposed. The authors also discuss ways to promote cross-cultural research 
in this a巴ld and future directions. 
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124、 女性92） であった。調査内容は、 スポー ツにおけ
る個人 ・ 社会志向性尺度（磯貝ら， 2000）、 スポー ツに
おける課題 ・ 自我志向性尺度（Duda and Nicholls, 1992）、
スポ ー ツにおける帰属様式尺度（Hanr油an et al., 1989）、
属性（性、 年齢、 競技レ ベ ル、 競技種目等） であった。
調査は、訳し戻レ法を用い、 インフォ ー ムドコンセント
を得て実施された。分析は、多変量共分散分析、因子分
析、 相関係数、 α係数などであった。
主要な結果として、 課題 ・ 自我志向性の分析では日本







































































要性がある。 その際のキ ー 概念になるのは、相互協調的
自己や他者との関係性だと思われる。 （磯員浩久）
























合計時間によって示される」（Ericsson & Chamess, 1994;











られて」 いる。では、スポ ー ツの熟達化過程における動
機づけにはどのような文化的な差異が存在するのだろ
うか。これに関しては、 Kitamura & Salmela (1998）、北






















フォロー アップ ・ インタビュ ーを実施した。テキスト化
されたデー タは、 Cote ら （1993）による質的データ分析
法に基づき、熟達化過程における体験について語られた
内容を熟達化段階ごとにまとめられた。熟達化段階は、
Bloom (1985）による熟達化の 3 段階に基づき、 導入期、
専門期、および発展期の3つの段階に区分し、それぞれ
の段階にそった体験内容をまとめていった。
まず、導入期は当該スポ ー ツ活動やその他のスポ ー ツ
活動に初めて触れる体験を通して、身体活動そのものの
魅力や身体活動を通して得られる様々な快体験を蓄積
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動（deliberate play） と、 注意深く組み立てられた練習





























ている（ D阻ish ら， 2002 ；杉山， 2004を参照）。このよ
うな動向に対しては、日本のスポー ツ心理学関係者も注
目し始めており、国内でも、実証研究や実践報告が散見






のものを開発することが期待される。実際、 ニ ユ ｝ ジ ー
ランドでは、先住民族であるマオリ族のためのプログラ



















スポ ー ツ 動機づけの異文化問研究に向けて
レッスンの内訳は、20分間のライフスキルレッスン、 1
時間のゴルフスキルレッスン、および30分程度の奉仕活











































要があるだろう。例えば、 スポ ー ツではあまり重視され
ない傾向のある 「謙虚さ」や 「思いや りJ に関わるスキ
- 37-























と考えられる。 したがって、 スポ ー ツを通したライフス
キル教育においては、 このような協調 ・ 協力行動が評価
されるような環境づくりや 雰囲気づくりが重要である
と思われる。例えば、協力的な行動に対しては、それが
仮にスポー ツパフォ ー マンスの低下をもたらしたとして
も、 大きな称賛を与えることが必要であるのかも知れな





































W叩tzel (1999） が指摘するように、 親和や承認といった
社会的目標も動機づけに重要な影響を与えていると考
えられる。氏が日本人の特徴として指摘された、相互協























































れており（例えば、Ntoumanis, 2001; Standage, Duda, &
Ntoumanis, 2003）、 スポー ツにおける動機づけ方略の検
討に有益な情報が得られるものと期待される。したがっ
て、今後、スポー ツの動機づけに関わる社会文脈的要因
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